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①ハザードマップ　　②防災講演会
③防災ラジオ　　④支援物資補充
⑤住吉小学校屋上フェンス・避難階段

全員賛成で可決

平
成
23
年 

第
２
回
定
例
会

○
５
月
24
日

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
５
月
25
日

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
５
月
27
日

　
議
会
運
営
委
員
会

○
５
月
30
日

　
行
政
報
告
会

○
６
月
１
日

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
６
月
２
日

　
本
会
議 

初
日

　
全
員
協
議
会

○
６
月
８
日

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
６
月
９
日

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
６
月
10
日

　
全
員
協
議
会

○
６
月
14
日

　
本
会
議 

一
般
質
問

　
全
員
協
議
会

○
６
月
15
日

　
全
員
協
議
会

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

○
６
月
16
日

　
中
部
電
力
見
学

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
６
月
17
日

　
本
会
議 

最
終
日

地震・津波対策補正予算

①
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
作
成

　

当
町
に
お
け
る
防
災
力

を
更
に
高
め
る
た
め
に
は
、

防
潮
堤
や
津
波
提
の
波
力

や
地
震
動
に
対
す
る
耐
久

力
な
ど
早
急
に
実
情
を
客

観
的
か
つ
正
確
に
把
握
し
、

よ
り
確
実
性
の
高
い
想
定

に
基
づ
く
備
え
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。
得
ら
れ
た

資
料
は
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ま
に
公
開
し
、
当
町
の

防
災
力
の
現
状
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
よ
う
活
用
す

る
と
と
も
に
、
今
後
実
施

す
る
防
災
対
策
の
指
針
と

す
る
。

②
防
災
講
演
会
の
開
催

　

住
民
の
防
災
知
識
の
向

上
と
防
災
意
識
高
揚
を
図

る
。

③�
戸
別
受
信
機
（
防
災
ラ

ジ
オ
）
の
配
備

　

災
害
時
に
お
け
る
防
災

情
報
お
よ
び
緊
急
を
要
す

る
行
政
情
報
な
ど
の
迅
速

か
つ
的
確
な
情
報
伝
達
手

段
の
充
実
を
図
る
。

④�

町
が
被
災
地
へ
提
供
し

た
備
蓄
品
の
補
充

　

・
毛
布�

一
〇
〇
〇
枚

　

・
簡
易
ト
イ
レ�

二
〇
基

　

・
非
常
食�

二
五
〇
〇
食

　

・
乾
パ
ン�

六
〇
〇
食

⑤�

住
吉
小
学
校
避
難
階
段

等
設
置
工
事

　

３
階
屋
上
か
ら
４
階
屋

上
へ
の
避
難
を
可
能
に
す

る
た
め
の
階
段
お
よ
び
屋

上
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。

第
30
号
議
案

　
地
震・津
波
対
策

�

補
正
予
算

　
日
　
程

〈
主
な
質
疑
〉

問　
防
災
ラ
ジ
オ
配
布

に
関
し
て
、
連
絡
徹

底
す
る
な
ら
全
戸
配
布
、

財
政
の
負
担
減
な
ら
一
部

実
費
負
担
。
な
ぜ
、
希
望

者
へ
の
配
布
と
し
た
の
か
。

答　
基
本
は
全
戸
無
償

配
布
。
負
担
は
最
初

か
ら
考
え
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
既
に
７
０
０
台
配

布
済
み
な
の
で
重
複
配
布

を
防
ぐ
た
め
に
希
望
者
配

布
と
し
た
。
ま
た
、
希
望

し
な
い
方
も
い
る
と
想
定

し
て
い
る
。

問　
防
災
ラ
ジ
オ
の
配

布
は
自
主
防
災
会
を

通
し
て
配
布
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
自
主
防
災
会
に

入
っ
て
い
な
い
方
に
は
ど

の
よ
う
に
し
て
配
布
す
る

の
か
。

答　
広
報
や
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
活

動
し
、
役
場
で
配
布
す
る

予
定
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
で
き
た
段
階
で
防

災
訓
練
の
や
り
方
は
変
る

の
か
。

防災ラジオ関連情報（総務課試算）
○待機電力（電源を入れただけ状態）の電気代
　　１kw単価	 １月　w→kw
　　25.25円×１.0w×24hr×30日÷1,000＝18.18円
　　１月当たり：18.18円	 １年間あたり：216円
○常時ラジオ使用の電力（中域音量）の電気代
　　１月当たり：27.27円	 １年間あたり：328円
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答　
従
来
の
訓
練
は
地

震
を
想
定
し
て
実
施

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今

後
は
津
波
を
考
え
て
自
分

で
逃
げ
る
訓
練
が
主
体
と

な
る
。
依
頼
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
津
波
避
難
計

画
が
で
き
た
段
階
で
吉
田

町
の
津
波
避
難
計
画
を
作

る
予
定
。

問　
県
か
ら
の
補
助
金

に
関
し
て
、
各
市
町

か
ら
多
く
の
要
望
が
出
た

と
思
う
が
、
配
分
方
法
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

答　
要
望
額
が
県
の
当

初
予
算
を
上
回
っ
た

の
で
、
県
は
６
月
補
正
予

算
の
中
で
上
積
み
す
る
動

き
。
そ
の
中
で
防
災
対
策

に
関
し
て
は
で
き
る
だ
け

補
助
で
き
る
体
制
を
整
え

た
い
と
の
対
応
。

問　
今
回
の
補
正
が
な

ぜ
本
会
議
初
日
採
決

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
か
の
緊
急
性
は
、
何
か
。

答　
12
月
の
防
災
訓
練

ま
で
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
皆
さ
ま
に
配
布

す
る
た
め
、
一
日
も
早
く

契
約
を
結
び
た
く
。

問　
５
月
21
日
に
行
わ

れ
た
津
波
避
難
訓
練

で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
ど
の

よ
う
に
活
か
そ
う
と
し
て

い
る
か
。

答　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

お
よ
び
津
波
避
難
訓

練
の
作
成
時
、
住
民
の

方
々
か
ら
情
報
収
集
す
る

予
定
。

問　
今
後
の
防
災
計
画

の
全
容
が
今
回
の
説

明
で
は
解
ら
な
い
。
ど
の

よ
う
に
し
て
今
回
の
補
正

予
算
の
項
目
に
し
ぼ
っ
た

の
か
。

答　
町
の
防
災
対
策
の

基
本
方
針
は
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
に
お
い
て

出
て
く
る
デ
ー
タ
を
基
に

対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
で

あ
る
。
今
回
の
補
正
予
算

の
項
目
に
関
し
て
、
防
災

ラ
ジ
オ
は
通
信
手
段
の
確

保
、
住
小
関
連
は
多
く
の

住
民
を
抱
え
る
住
吉
を
対

象
と
し
て
「
避
難
場
所
を

確
保
す
る｣

と
の
町
の
意

思
表
明
で
あ
る
。

〈
結
　
論
〉

全
員
賛
成
で
可
決

　　　第30号議案　補正額
款 金　額 説　　　明

歳入

県支出金 37,066
財産収入 11,500
繰入金 69,600 財政調整基金
合計 118,166

歳出

消防費 94,363 津波ハザードマップ作成 ： 20,843
津波避難計画策定 ： 5,691
防災行政ラジオ ： 59,685
消耗品補充（毛布など） ： 7,950
防災講演講師謝礼 ： 194

教育費 23,803 施設整備（屋上金網など） ： 22,050
設計など ： 1,753

合計 118,166
金額単位：千円　　　　

議員の発言で
議会紛糾
詳細は次頁

《用語説明》財政調整基金
年度間の財源の不均衡をならすために積立金で、地方財政法で設置が義務づけられている基金。
取り崩せるのは、①著しく財源が不足した時の穴埋め、②災害で生じた経費、③緊急に必要となっ
た公共事業などやむを得ない場合、④財源の育成のための財産取得、⑤地方債の繰上げ償還、の
いずれかに限られる。

防災行政ラジオ
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《
背
景
》

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
、
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
お
よ
び
地
方
税
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
平
成
23
年
４

月
27
日
に
交
付
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
吉
田
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

《
目
的
》

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害

者
な
ど
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
。　

《
内
容
》

①�

第
22
条　

東
日
本
大
震

災
に
係
る
雑
損
控
除
額

の
特
例
を
定
め
る
。

・�

東
日
本
大
震
災
で
受
け

た
損
失
の
金
額
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
に
受
け

た
損
失
を
平
成
22
年
に

お
い
て
生
じ
た
損
失
と

し
て
適
用
す
る
。

・�

災
害
支
出
が
平
成
24
年

以
降
に
生
じ
て
も
、
平

成
22
年
に
生
じ
た
損
失

と
し
て
適
用
す
る
。

②�

第
23
条　

東
日
本
大
震

災
に
係
る
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
適
用
期

限
の
特
例
を
定
め
る
。

・�

居
住
し
て
い
た
家
屋
が

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
居
住
で

き
な
く
な
っ
た
者
が
、

町
民
税
の
住
宅
借
入
金

特
別
控
除
を
受
け
て
い

る
場
合
、
控
除
期
間
の

残
り
の
期
間
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
住
宅
借
入
金

特
別
控
除
を
適
用
す
る
。

《
対
象
者
》

①
第
22
条

平
成
23
年
１
月
１
日
吉

田
町
在
住
→ 

転
出 

→

東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
受
け
た
方

②
第
23
条

東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
受
け
た
方 

→ 

転
入

〈
結
　
論
〉

全
員
賛
成
で
可
決

第
29
号
議
案

吉
田
町
税
条
例
の

一
部
を
改
定
す
る

条
例
の
制
定

《審議経過》　藤田議員の「発言取消申出書」を許可せず

◆６月２日　
　・�第30号議案（地震・津波対策補正予算）質疑において藤田議員から地方自治法に反する
発言有り。

◆６月14日
　・�藤田議員が上記発言に関して陳謝。
　　�　「（略）地方自治法97条第２項および第112条第１項のただし書きに反し、議員が予算
議案を提出できるが如き、誤解を招く発言をいたしました。（中略）誤解を招く発言に対
して陳謝いたします。」

　・�町長から藤田議員の発言は、誤解ではなく、間違い。よって、言葉を訂正して欲しいとの
発言が有り。

　・藤田議員が再度言葉を訂正して陳謝。
　・�町長から間違っていることを明白にした上で、発言を撤回し、陳謝するのが筋との発言有り。
　・藤田議員が最終日に発言取消に関する手続きを議長に提出することを約束。

◆６月17日
　・藤田議員が「発言取消申出書」を提出し、議事日程に掲げ審議。
　・�町長から発言の一部だけを単純に取り消した場合、会議録を見た人は前後の文脈が解らな
くなり不都合との発言有り。

　・議会運営委員会、それに引き続き全員協議会を開催。
　　以下に掲げる理由により、「藤田議員提出の申出は許可せず」を全員一致で合意。
　　　①地方自治法に抵触した部分については、６月14日の本会議にて陳謝している。
　　　②�開かれた議会の立場を明確にすることを旨として、間違ったことを明らかにするため

に会議録に残し、今後、議会の使命である住民への説明責任を果す。
　・本会議にて、「発言取消申出書」を否決。
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藤　田　和　寿　議員

　

３
月
11
日
、
午
後
２
時

46
分
、
日
本
列
島
を
襲
っ

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ド
９
・
０

の
想
定
外
の
東
日
本
大
震

災
は
、
甚
大
な
被
害
を
与

え
た
。
震
災
後
３
ヶ
月
が

経
っ
た
が
、
地
震
発
生
、

そ
の
時
ま
ち
が
執
っ
た
対

応
を
伺
う
。

問　
吉
田
町
地
域
防
災

計
画
に
、
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
町
長
は
、
直
ち
に
住

民
・
港
湾
関
係
者
な
ど
に

対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
も
っ
て
緊
急
に
避
難
の

勧
告
ま
た
は
指
示
を
伝
達

す
る
な
ど
の
必
要
な
措
置

を
と
る
」
と
あ
り
、
津
波

避
難
勧
告
を
発
令
す
る
こ

と
も
一
案
で
は
。

答　
海
岸
の
防
潮
堤

が
６
・
２
メ
ー
ト
ル
、

漁
港
は
６
メ
ー
ト
ル
の
津

波
提
と
陸
こ
う
が
整
備
さ

れ
、
当
町
の
震
度
は
３
で

防
潮
堤
な
ど
へ
の
構
造
的

な
影
響
は
無
く
、
更
に
陸

こ
う
お
よ
び
水
門
も
閉
鎖

し
て
い
た
な
ど
、
津
波
防

御
対
策
の
客
観
的
事
実
。

　

気
象
庁
の
津
波
情
報
の

予
想
さ
れ
る
津
波
高
さ
は
、

最
大
で
３
メ
ー
ト
ル
で
、

そ
の
後
漁
港
内
や
湯
日
川

な
ど
水
門
の
状
況
な
ど
も

確
認
し
、
津
波
に
対
す
る

情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　

午
後
４
時
15
分
、
予
想

さ
れ
る
津
波
は
完
全
に
防

御
で
き
る
と
判
断
し
、
津

波
避
難
勧
告
は
必
要
な
い

と
判
断
し
た
。

 

問　
保
育
園
児
へ
の
、

ま
ち
の
対
応
状
況
は
。

答　
部
屋
や
園
庭
の
中

央
に
集
め
て
地
震
の

揺
れ
が
治
ま
る
の
を
待

ち
、
そ
の
後
、
身
支
度
を

整
え
、
防
災
頭
巾
を
被
り
、

全
園
児
を
一
部
屋
に
集
め

て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

情
報
を
聞
き
な
が
ら
、
待

機
し
て
い
た
。
こ
れ
と
併

せ
て
、
保
護
者
に
対
し
て

電
話
連
絡
を
す
る
と
と
も

に
、
迎
え
に
き
た
保
護
者

か
ら
、
順
次
、
園
児
の
引

渡
し
を
行
っ
た
。

問　
大
津
波
警
報
の
発

令
を
受
け
、
各
自
主

防
災
会
と
の
連
携
状
況
は
。

答　
海
岸
線
を
有
す
る

住
吉
区
・
川
尻
区
の

自
治
会
が
、
自
主
避
難
さ

れ
る
方
の
た
め
の
避
難
所

開
設
な
ど
、
今
後
の
対
応

を
確
認
の
た
め
に
来
庁
さ

れ
た
際
に
、
情
報
の
共
有

を
お
願
い
し
、
発
災
当
日

と
翌
日
に
自
治
会
な
ど
で

待
機
し
て
い
た
だ
き
、
情

報
収
集
や
状
況
報
告
な
ど
、

連
携
を
図
っ
た
。

問　
今
後
の
課
題
と
対

策
は
。

答　
防
災
機
能
を
再
点

検
し
た
と
こ
ろ
、
町

民
の
皆
様
に
説
明
で
き
る

客
観
的
な
資
料
が
ほ
と
ん

ど
無
い
状
況
で
あ
り
、
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
津

波
避
難
計
画
の
策
定
、
住

吉
小
学
校
へ
の
避
難
階
段

の
設
置
に
つ
い
て
、
早
急

に
取
り
掛
か
り
、
防
災
講

演
会
を
通
じ
て
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
。

問

答

3.11 なぜ津波避難勧告の発令をしなかったか
気象庁の津波情報の予想される
� 津波の高さに対して安全と判断

一般質問

町政を問う

南三陸町役場がれきと被災された建物

吉田町の陸こう

－5－

よしだ議会だより 第62号



佐　藤　正　司　議員

　

３
月
11
日
に
東
日
本
で

起
き
た
福
島
第
一
原
発
の

事
故
は
原
子
力
発
電
の
是

非
、
今
後
の
日
本
が
と
る

べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
過

酷
な
形
で
私
た
ち
に
問
題

提
起
し
て
い
る
。

問　
町
長
は
福
島
第
一

原
発
事
故
の
あ
と
、

事
故
の
責
任
と
し
て
国
が

損
害
の
全
額
補
償
を
担
保

し
な
け
れ
ば
原
発
は
認
め

な
い
と
発
言
し
て
い
る
が
、

そ
の
真
意
は
。

答　
そ
も
そ
も
原
発
は

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て

き
た
。
こ
の
事
故
の
回
復

の
た
め
対
応
は
国
民
の
安

全
確
保
、
財
産
の
保
全
、

生
活
の
保
障
、
復
旧
の
措

置
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に

万
全
に
遂
行
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
策
で
進

め
ら
れ
て
き
た
原
発
の
事

故
で
損
害
を
個
人
や
自
治

体
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
理

に
適
わ
な
い
。
原
発
事
故

に
対
し
て
は
、
国
の
責
任

に
お
い
て
損
害
の
全
額
を

補
償
さ
れ
る
こ
と
が
担
保

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
現
在
、
浜
岡
原
発

は
全
炉
停
止
し
て
い

る
が
津
波
対
策
が
整
う
２
、

３
年
後
に
は
再
開
す
る
と

言
っ
て
い
る
。
東
海
地
震

が
想
定
さ
れ
て
い
る
当
町

の
町
民
も
心
配
し
、
こ
の

ま
ま
廃
炉
を
求
め
る
声
が

あ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答　
福
島
第
一
原
発
の

事
故
は
ま
だ
十
分
に

究
明
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
浜
岡
原
発
は
東
海
地
震

の
震
源
域
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
今
後
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
地
震
動
と

津
波
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
き
な
け
れ
ば
い
か
な

る
対
策
を
施
し
て
も
安
全

と
は
言
え
な
い
。

　

原
子
力
発
電
は
、
二
面

性
を
持
つ
、
大
き
な
リ
ス

ク
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
満
た

す
た
め
の
過
渡
的
な
も
の
、

将
来
、
よ
り
安
全
な
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
進

め
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

今
後
、
議
会
を
は
じ
め

町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
議

論
を
経
て
町
の
意
見
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

問　
停
止
中
、
廃
炉
に

向
か
う
最
中
に
も
起

こ
り
う
る
地
震
対
策
は
ど

う
考
え
る
か
。

答　
町
と
し
て
は
県
か

ら
の
情
報
を
同
報
無

線
や
広
報
車
で
知
ら
せ
る
。

今
回
の
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
り
、
安
全
神
話
は

崩
れ
去
り
、
こ
の
地
域
に

も
同
様
の
事
態
は
起
こ
り

う
る
。
今
後
は
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
県
と

近
隣
市
町
及
び
関
係
機
関

と
連
携
し
、
防
災
対
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問

答

浜岡原発対策とまちの防災対策は
県と近隣市町及び関係機関と連携して対策を検討

一般質問

浜岡原子力発電所全景
©中部電力株式会社

－6－

よしだ議会だより 第62号



平　野　　　積　議員

問　
売
れ
な
い
理
由
。

答　
平
成
20
年
９
月

以
降
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
端
と
し
た
世

界
同
時
不
況
の
影
響
で
企

業
の
投
資
意
欲
減
退
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震

災
で
慎
重
に
。

問　
今
後
の
施
策
、
計�

画
。

答　
県
と
町
が
一
体
と

な
り
、
企
業
の
雇

用
・
用
地
取
得
に
対
し
、

優
遇
制
度
、
お
よ
び
町
独

自
の
企
業
立
地
に
対
す
る

助
成
制
度
を
検
討
予
定
。

問　
企
業
誘
致
以
外
の

使
い
道
は
。

答　
雇
用
創
出
・
維

持
・
確
保
の
観
点
か

ら
売
却
を
考
え
て
い
る
。

問　
町
民
は
期
待
し
て

い
る
。
売
却
納
期
は

決
め
る
べ
き
。

答　
今
は
防
災
対
策
な

ど
環
境
整
備
が
必
要
。

そ
れ
に
専
念
す
る
。
そ
れ

が
い
つ
完
了
す
る
か
不
明

で
答
え
ら
れ
な
い
。

問

答

ハザードマップ作成時、町民の声を聞いて欲しい

製作業者が住民の意見聴取をすると聞いている

２　�地震対策に於ける自主防災に関して

問
防
災
対
策
が
で
き
れ
ば
、
納
期
を

決
め
て
売
却
活
動
を
進
め
る
か

防
災
対
策
す
れ
ば
、
吉
田
町
進
出
を

考
え
る
企
業
が
何
社
か
い
る

１　

�

中
山
三
星
建
材
工
業
跡
地
の

売
却
に
関
し
て

答

問　
吉
田
町
地
域
防
災

計
画「
地
震
対
策
編
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
町
民

な
ど
の
役
割
が
住
民
に
浸

透
し
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
だ
と
分
析

し
て
い
る
か
。

答　
防
災
の
基
本
は

「
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
」、「
自
ら
の
地
域
は

皆
で
守
る
」。
各
住
民
が

自
主
防
災
組
織
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
重

要
。
町
と
し
て
防
災
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
。

問　
自
主
防
災
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
具

体
策
は
。

答　
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
進
め

る
。問　

自
主
防
災
会
役
員

は
任
期
２
年
で
、
継

続
性
に
悩
み
。
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
は
。

答　
「
自
主
防
災
副
会

長
」
と
し
て
専
任
さ

れ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。

問　
そ
の
制
度
を
吉
田

町
が
指
導
す
る
の�

か
。答　

自
主
防
災
会
に

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

専
任
を
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
何
を
記
載
。
そ
れ

を
誰
が
ど
う
決
め
た
か
。

答　
記
載
内
容
は
、
町

と
製
作
業
者
で
以
下

に
決
め
た
。

・
海
域
で
の
水
位
上
昇

・
浸
水
の
深
さ

・
到
達
時
間

・
最
大
流
速

・
代
表
地
点
の
水
位
変
化

・
地
震
階
マ
ッ
プ

・
液
状
化
危
険
度
マ
ッ
プ

一般質問

中山三星建材跡地
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傍聴に行ってみざぁ～
　

本
議
会
や
常
任
委
員

会
・
特
別
委
員
会
は
一
般

に
公
開
さ
れ
、
個
人
で
も

団
体
で
も
自
由
に
傍
聴
で

き
ま
す
。

　

傍
聴
は
町
議
会
活
動
に

触
れ
る
最
も
身
近
な
方
法

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分

の
選
ん
だ
議
員
の
活
動
や

町
政
の
方
針
な
ど
を
実
地

に
見
聞
で
き
る
議
会
の
傍

聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、

役
場
４
階
の
議
会
事
務
局

に
て
、
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け

で
す
。

　

本
会
議
は
、
５
階
の
傍

聴
席
（
50
席
）。

　

委
員
会
は
、
４
階
の
会

議
室
に
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
委
員
長
の

許
可
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

会
議
を
傍
聴
す
る
際

は
、
議
会
の
傍
聴
規
則

お
よ
び
議
会
事
務
局
職

員
の
指
示
に
従
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
に
挙
げ
る

事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

傍
聴
席
に
入
る
こ
と��

が
で
き
な
い
人�

�

お
よ
び
持
込
禁
止
物

・�

小
学
生
以
下
の
児
童

お
よ
び
乳
幼
児
の
傍

聴
は
、
議
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

・�

酒
気
を
帯
び
て
い
る

人
、
異
様
な
服
装
を

し
て
い
る
人
は
傍
聴

席
に
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

・�

張
り
紙
、
ビ
ラ
、
掲

示
板
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、

旗
、
の
ぼ
り
な
ど
、

笛
、
ラ
ッ
パ
、
太
鼓

な
ど
の
楽
器
類
は
持

ち
込
め
ま
せ
ん
。

・�

危
険
な
物
、
会
議
を

妨
害
、
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
物
は
持
ち
込
め
ま

せ
ん
。

・�

携
帯
電
話
は
、
あ
ら

か
じ
め
マ
ナ
ー
モ
ー

ド
に
す
る
か
電
源
を

切
り
、
通
話
な
ど
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

飲
食
、
喫
煙
な
ど
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

写
真
、
動
画
な
ど
の

撮
影
ま
た
は
録
音
な

ど
は
、
議
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　

�

詳
し
く
は
議
会
事
務

局
職
員
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

・�

議
場
で
の
言
論
に
対

し
て
拍
手
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
公
然
と

可
否
を
表
明
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・�

談
論
、
放
歌
、
高
笑

な
ど
騒
ぎ
立
て
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・�

帽
子
、
外
と
う
、
襟

巻
な
ど
の
着
用
は
許

可
が
必
要
で
す
。

・�

議
場
の
秩
序
を
乱
し

た
り
、
議
事
の
妨
害

と
な
る
行
為
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・�

退
場
は
自
由
で
す
が
、

お
静
か
に
願
い
ま
す
。

本議会傍聴の際に守っていただくこと

傍聴席での禁止事項

傍
聴
へ
の
ご
案
内

１Ｆエレベータ案内４Ｆホール議会事務局受付

議　場 記入用紙５Ｆへ傍聴席
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傍聴ありがとうございます。
　
去
る
６
月
２
日
～
17
日

の
定
例
議
会
を
傍
聴
さ
れ

た
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
。

傍
聴
者
数　
　

45
人

回 

収 

数　
　

10
人

男
性 

９
人　

女
性 
１
人

地
区
別

　
　
　

住
吉
区　

３
人　

　
　
　

川
尻
区　

２
人

　
　
　

片
岡
区　

２
人

　
　
　

北　

区　

３
人

年
齢
別

　
　
　

30
代　
　

１
人

　
　
　

60
代　
　

３
人

　
　
　

70
代　
　

４
人

　
　
　

80
代　
　

１
人

　
　
　

不
明　
　

１
人

議会傍聴者アンケート結果

　

今
回
の
傍
聴
者
の
皆
さ

ま
よ
り
ご
意
見
ご
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
一
般
質
問
に
関

す
る
事
や
議
場
の
傍
聴
席

に
つ
い
て
な
ど
貴
重
な
ご

意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
す
よ
う
、
各
議
員
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
議
会
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
議
会
だ

よ
り
」
の
内
容
充
実
、
広

報
活
動
の
多
様
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

議
会
傍
聴
に
お
出
か
け
頂

き
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。　

説明・答弁について 人数
ア　大変わかりやすい 3
イ　わかりやすい 5
ウ　よくわからなかった 2
エ　その他 1

情報発信方法について 人数
ア　広報 8
イ　新聞・ラジオ 2
ウ　インターネット 2
エ　回覧板 2
オ　その他 1

興味・関心があること 人数
ア　議員活動 4
イ　議会・委員会活動 3
ウ　審議結果・賛否 2
エ　議員報酬・予算の執行状況 3
オ　議会の仕組み・傍聴方法 0
カ　その他 1

質疑・討論について 人数
ア　大変わかりやすい 0
イ　わかりやすい 2
ウ　よくわからなかった 5
エ　その他 2

傍聴のきっかけは 人数
ア　後援会活動 8
イ　友人に誘われて 2
ウ　自ら進んで 2
エ　その他 2

議会だよりについて 人数
ア　いつも読んでいる 8
イ　時々読んでいる 2
ウ　知っているが読んだことが無い 0
エ　知らないし、読んだこともない 0

平
成
23
年

�

第
2
回 

定
例
会

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・�

�
�

ご
感
想
に
つ
い
て

（複数回答あり）
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町
民
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に

　

平
成
23
年
度
の
総
務
文

教
常
任
委
員
会
は
町
民
参

加
型
提
案
を
目
指
し
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
起
き
た
東

日
本
大
震
災
で
は
地
震
・

津
波
、
原
発
事
故
と
国
民

は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
国
、
県
、

町
の
防
災
計
画
は
抜
本
的

見
直
し
に
な
り
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
議
会
閉
会

中
所
管
事
務
調
査
を
「
地

震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
」

に
決
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聴
き
調
査
し
、

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
、
町
に
調

査
結
果
を
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

６
月
８
日
㈬�

委
員
会

町
の
防
災
対
策
の

�

現
状
と
今
後

　

現
状
把
握
お
よ
び
今
後

の
予
定
確
認
の
た
め
、
以

下
の
項
目
に
関
し
て
、
町

担
当
課
と
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

•
災
害
時
の
連
絡
網

•

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

•

避
難
地
、
避
難
路
指
定

•

障
害
者
の
避
難
方
法

•

町
内
業
者
と
の
協
定

•

浜
岡
原
発

•

防
災
訓
練
状
況

•

自
主
防
災
会

•

地
域
防
災
見
直
し

•

今
後
の
対
策
予
定

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常 任 委 員 会　　活 動 報 告　
積極的な議会  活動を目指し

所
管
事
務
調
査

６
月
16
日
㈭�

委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

町
民
の
声
の
聴
き
方
に

つ
い
て
議
論
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
そ
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象

者
は
自
治
会
役
員
、
町
内

会
長
、
組
長
（
住
吉
、
川

尻
、
下
片
岡
）
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

６
月
29
日
㈬�

委
員
会

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

　

各
委
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト

項
目
を
持
ち
寄
り
、
11
項

目
を
選
択
し
ま
し
た
。
日

程
に
関
し
て
は
、
８
月
上

旬
に
回
収
後
、
８
月
23
日

ま
で
に
分
析
完
了
し
、
９

月
本
会
議
に
て
町
に
結
果

報
告
し
ま
す
。
そ
の
後
、

現
地
調
査
し
、
11
月
中
旬

に
町
に
最
終
結
果
を
報
告

す
る
予
定
で
す
。

委
員
長　
佐
藤　
正
司

湯日川水門 津波避難訓練 避難案内板
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常 任 委 員 会　　活 動 報 告　
積極的な議会  活動を目指し

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
、
与
え
ら
れ
て
い
る
調

査
権
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、「
都
市
整
備
と
産

業
振
興
に
関
す
る
調
査
」

を
テ
ー
マ
に
、
政
策
上
の

課
題
を
把
握
し
、
行
政
事

務
へ
の
改
善
策
を
究
明
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
調
査
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
や
社
会
構
造
の

変
化
、
高
速
交
通
網
な
ど

の
利
点
を
十
分
に
生
か
し

切
れ
て
い
な
い
現
状
を
背

景
に
、
産
業
振
興
の
停
滞

要
因
を
根
本
か
ら
見
つ
め

直
し
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

他
方
、
都
市
基
盤
整
備

の
遅
れ
が
産
業
振
興
の
停

滞
要
因
と
の
指
摘
が
あ
る

中
で
、
当
委
員
会
で
は
そ

れ
ら
に
も
着
目
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
産
業
振
興
と

安
全
で
安
心
な
都
市
整
備

の
両
側
面
か
ら
調
査
研
究

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

６
月
９
日
㈭�

委
員
会

「
都
市
整
備
」と「
産
業

振
興
」に
分
け
て
議
論

　
「
都
市
整
備
」
と
「
産

業
振
興
」
の
２
つ
の
視
点

に
分
け
て
双
方
の
具
体
的

調
査
案
件
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
委
員
会

の
調
査
実
績
を
踏
ま
え
、

短
期
、
中
長
期
に
取
り
組

む
べ
き
分
野
を
検
証
し
ま

し
た
。

６
月
22
日
㈬�

委
員
会

当
面
取
り
組
む
べ
き�

課
題
を
探
る

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
都
市
整
備
へ
の
取
り

組
み
が
先
と
す
る
一
方
、

景
気
・
雇
用
の
不
安
定
に

伴
う
産
業
経
済
の
実
態
把

握
へ
の
取
り
組
み
が
先
と

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
町
の
産

業
・
経
済
状
況
を
い
ち
早

く
把
握
し
て
い
く
こ
と
が

先
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、

ま
ず
「
産
業
振
興
」
で
の

視
点
で
調
査
研
究
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

７
月
12
日
㈫�

委
員
会

町
の
産
業
の
現
状
と�

課
題
を
探
る

　

当
町
の
産
業
別
の
統
計

デ
ー
タ
を
基
に
、
町
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

町
の
産
業
に
お
け
る
共

通
の
課
題
は
、
景
気
低
迷

に
よ
る
販
売
額
、
製
造
出

荷
額
の
減
少
や
高
齢
化
に

伴
う
後
継
者
不
足
が
挙
げ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
消
費
者
の
食
に

関
す
る
安
心
・
安
全
な
志

向
を
背
景
に
、
生
産
者
と

販
売
者
が
積
極
的
に
地
産

地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
地
域

活
性
化
へ
の
足
掛
か
り
の

期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
さ
ら
に

産
業
構
造
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
主
要
産
業
団

体
、
企
業
か
ら
現
場
に
お

け
る
生
の
声
を
お
聞
き
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

委
員
長　
枝
村　
和
秋

町
の
情
勢
を
実
感
し
て
い
く
た
め
に
…

うなぎ

吉田IC

しらす
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議
会
改
革
特
別
委
員
会

１
地
方
議
会
を
取
り�

�

　

巻
く
環
境
の
変
化

　

２
０
０
０
年
４
月
地
方

分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ

る
前
、
地
方
自
治
体
は
国

か
ら
委
託
さ
れ
た
多
く
の

仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
義

務
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
施
行
後
は
そ
の

仕
事
は
か
な
り
少
な
く
な

り
、
自
治
体
独
自
で
進
め

る
仕
事
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
の
特

性
を
活
か
し
、
住
民
の
意

思
を
反
映
し
た
政
策
決
定

と
責
任
の
範
囲
が
拡
大
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
議
会
も
地
方
分

権
化
に
よ
り
、
従
来
の
行

政
の
追
認
機
関
か
ら
脱
し
、

住
民
の
意
見
を
よ
り
多
く

取
り
入
れ
る
開
か
れ
た
議

会
へ
の
変
貌
が
要
求
さ
れ

て
い
ま
す
。

吉田町議会基本条例案に関する説明会開催について
（開催目的）　①議会基本条例の必要性をご理解いただく。

②ご意見を議会基本条例に反映する。

（開催日程）

開催場所 北区自彊館 住吉会館 健康福祉センター�
はあとふる 川尻会館

開催日 8月22日(月) 8月25日（木） 8月27日(土) 8月30日(火)
開催時間 19:00～21:00 19:00～21:00 13:30～15:30 19:00～21:00

（タイムスケジュール）
○議会基本条例案の説明　：　３０分
○意見交換　　　　　　　：　５０分

町民参加を目指して！
考える議員・行動する議会へ
そのための議会基本条例

２
住
民
が
満
足
し
て
い
な
い��

　

地
方
議
会
の
現
状

　

過
去
の
議
会
報
告
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
、

議
会
へ
の
ご
意
見
や
求
め

て
い
る
事
柄
が
多
い
実
態
。

参
考
資
料

※
静
岡
大
学
・
中
日
新
聞

共
同
世
論
調
査
結
果
か
ら

（
中
日
新
聞
２
０
１
１
年

４
月
28
日
付
）

①
議
会
の
仕
事
ぶ
り
に
満

足
し
て
い
る
か
ど
う
か
。

 

②
住
民
へ
説
明
機
会
を
増

や
す
。

必
要
だ�

72
・
9
％

必
要
で
な
い�

5
・
8
％

満足でも
不満でもない
50.3％余り満足

していない
25.2％

ある程度
満足している
11.0％

全く
満足していない

9.2％

住民住民

行政行政 議会議会
議案提出

議決、監視
政策提案

執行
参画

参画

説明

まちづくりのしくみ
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議会基本条例作成スケジュール
項　目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 15 22 6 14 22 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
①議会改革の方向
性について議論 ○ ○ ○

②議会改革の� �
共通認識の形成 ○ ○ ◎

③議会基本条例案
作成

④当局との打合せ

⑤法令など確認

⑥議会基本条例� �
最終案作成 ◎

⑦議会基本条例の
住民説明

⑧議案上程・議決

３
な
ぜ
、
議
会
基
本
条

例
の
制
定
を
目
指
す

の
か

　

吉
田
町
議
会
は
、
議
会

改
革
を
継
続
し
て
行
い
、

そ
れ
を
十
分
に
検
証
し
な

が
ら
、
更
な
る
行
動
を
求

め
続
け
て
い
ま
す
。

　

真
に
町
民
に
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
を
目
指
し
、

情
報
公
開
を
図
り
透
明
性

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議

事
や
政
策
へ
と
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
議
員
お

よ
び
議
会
活
動
の
原
則
を

議
会
基
本
条
例
と
し
て
定

め
明
ら
か
に
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
へ
、
お
約
束
を
し

ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告

第
１
回　

５
月
20
日

第
２
回　

６
月
１
日

第
３
回　

６
月
15
日

第
４
回　

６
月
22
日

全
委
員
に
対
し
て
、
議
会

改
革
の
方
向
性
の
確
認
を

委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。

１　
町
民
の
議
会
活
動
へ

の
参
加
（
意
見
交
換

の
場
）

２　
議
会
の「
情
報
公
開
」

と
「
説
明
責
任
」

３　
議
員
間
お
よ
び
当
局

と
の
議
論
の
活
性
化

４　
監
視
機
能
の
強
化

５　
議
員
定
数
、
議
員
報

酬
の
検
討

６　
議
会
基
本
条
例
の
制

定
と
議
会
改
革
の
実

行
ま
た
は
見
直
し

　
　
（
識
見
者
の
参
加
）

７　
政
策
形
成
に
向
け
た

調
査
研
究
（
政
務
調

査
費
）

８　
議
会
運
営
の
見
直
し

（
傍
聴
方
法
、
申
し

合
わ
せ
事
項
、
常
任

委
員
会
の
あ
り
方
）

９　
議
会
事
務
局
の
強
化

10　
議
会
広
報
活
動
の
強
化

11　
議
決
事
項
の
追
加

12　
議
員
使
命
の
明
確
化

今
後
の
委
員
会
の
動
き

議
会
基
本
条
例
の
内
容
に

つ
い
て
、
議
員
間
で
共
有

化
し
、
検
討
を
行
う
。

⬇

町
民
の
方
々
に
説
明
会
を

開
催
す
る
。⬇

意
見
な
ど
を
検
討
し
、
修

正
を
行
う
。⬇

法
令
審
査
及
び
当
局
と
の

調
整
を
行
う
。⬇

意
見
な
ど
を
検
討
し
、
修

正
を
行
う
。⬇

条
例
案
作
成

委
員
長　
藤
田
和
寿 

公開と
討議

町民の
信託

議会機能
の発揮
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浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

対
応
は
、
全
議
員
で
取
り

組
む
問
題
と
し
て
位
置
付

け
、
全
員
協
議
会
の
中
で

協
議
・
検
討
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
当
局
と
も
懇

談
会
を
開
き
意
見
交
換
を

十
分
に
行
い
、
町
と
連
携

し
吉
田
町
と
し
て
の
立
場

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

周
辺
自
治
体
に
お
き
ま

し
て
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
の
状
況
を
受
け
て
、

浜
岡
原
発
の
防
災
重
点
範

囲
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
を
半
径
30

㎞
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
周
辺
の
自
治
体
と

も
連
絡
を
取
り
合
い
、
必

要
に
応
じ
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

が
、
安
全
と
安
心
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
田
町
議
会
議
長

八　

木　
　

栄

浜岡原子力発電所
に対する

議会の取り組み

浜岡原子力発電所を
視察しました（６月16日）

問　
発
電
は
止
め
た
が
、

心
配
は
残
る
。

使
用
済
み
核
燃
料
に
対
す

る
対
策
は
。

答　
現
在
６
千
体
余
り

を
耐
震
性
の
高
い
原

子
炉
建
屋
内
の
燃
料
プ
ー

ル
で
安
全
に
冷
却
保
管
し

て
い
る
。
今
回
、
緊
急
電

源
対
策
も
実
施
し
、
安
全

性
を
確
保
し
た
。

問　
施
設
内
に
断
層
が

存
在
し
て
い
る
。
地

震
に
関
す
る
影
響
は
。

答　
断
層
は
存
在
す
る

が
、
活
断
層
で
は
な

い
。
８
万
年
前
か
ら
活
動

無
く
、
地
震
を
起
こ
し
た

り
、
地
震
に
よ
っ
て
動
く

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確

認
済
。

問
５
号
機
の
主
復
水
器

細
管
破
損
に
よ
り
流

入
し
た
海
水
の
影
響
は
。

答　
事
故
の
原
因
は
現

在
調
査
中
。
原
子
炉

系
か
ら
の
塩
分
除
去
作
業

を
現
在
実
施
中
。
放
射
能

物
質
の
外
部
へ
の
影
響
は

無
い
。

 

中
電
担
当
者
と
の
質
疑

５号機内の内部説明
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停止中の浜岡原子力発電所の
対策に関する要請書を提出

（６月定例会で発議した全文）
中部電力静岡支店長に要請書を手渡した議長－15－

よしだ議会だより 第62号



と
あ

き
が

　

街
に
は「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

や
扇
子
を
手
に
す
る
姿
が

目
に
つ
く
節
電
の
夏
で
あ

る
。
37
年
ぶ
り
の
電
力
使

用
制
限
令
に
よ
り
、
大
企

業
な
ど
に
対
し
て
７
月
１

日
か
ら
課
せ
ら
れ
た
義
務

だ
。
就
業
時
間
を
前
倒
し

す
る
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
導

入
や
輪
番
休
業
と
い
っ
た

対
策
で
乗
り
切
ろ
う
と
懸

命
だ
。
各
家
庭
の
協
力
も

欠
か
せ
な
い
。
節
電
で
健

康
に
偏
重
を
き
た
さ
な
い

よ
う
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
と
涼
気
供
給
に
抜
か
り

な
く
。

�

（
Ｓ
・
Ｋ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
吉
永　

滿
榮

副
委
員
長
　
河
原
崎
曻
司

委
　
　
員
　
増
田　

剛
士

�

杉
本　

幸
正

�

山
内　
　

均

�

平
野　
　

積

�

三
輪　

正
邦

議会を傍聴してみませんか？
６月定例会の傍聴者数は延べ45人でし
た。ぜひ、傍聴におでかけ下さい。

次
の
９
月
定
例
会
の
日
程
案
で
す
。

９
月
２
日
（
金
）　
本
会
議

９
月
６
日
（
火
）
｝連
合
審
査
会

９
月
７
日
（
水
）

９
月
８
日
（
木
）
｝委
員
会

９
月
９
日
（
金
）

９
月
14
日
（
水
）
｝一
般
質
問

９
月
15
日
（
木
）　

９
月
20
日
（
火
）　
本
会
議

希
望
者
は
議
会
事
務
局
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

☎
三
三
－

二
一
四
一

浜岡原子力発電所防潮堤現地視察 自彊小わくわく教室（長源寺）

住吉夏祭典（東浜屋台おどり）
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まちの話題議会の話題


